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　10
月
16
日
、
四
国
電
力
㈱

か
ら
市
防
犯
協
会
へ
L
E
D

防
犯
灯
16
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　こ
れ
は
同
社
が
毎
年
10
月

に
行
う
「
よ
ん
で
ん
グ
ル
ー

プ
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の
取
り

組
み
の
１
つ
で
す
。

　目
録
を
贈
呈
し
た
塩
梅
和

彦
愛
媛
支
店
長
は
、「
こ
れ
か

ら
も
こ
の
活
動
を
継
続
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

野
志
市
長
は
「
防
犯
灯
は
事

故
と
犯
罪
の
防
止
に
役
立
つ
。

有
効
に
活
用
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　今
回
寄
贈
さ
れ
た
防
犯
灯

は
、
伊
台
、
石
井
、
味
酒
、

生
石
、
道
後
、
垣
生
、
桑
原
、

　10
月
28
日
、
北
条
粟
井
地
区
で
、
農
作
物

に
被
害
を
及
ぼ
す
サ
ル
を
追
い
払
う
犬
・
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
１
頭
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

飼
い
主
や
地
区
代
表
、
北
条
猟
友
会
関
係
者

な
ど
約
30
人
が
参
加
し
、
モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ

認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　本
市
は
、
社
会
的
課
題
の
解
決
と
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
S
D
G
s
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　10
月
31
日
、㈱
愛
媛
銀
行
、愛
媛
建
物
㈱
、

久
米
、
味
生
、
粟
井
地
区
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　式
で
は
、
野

志
市
長
が
認
定

証
と
専
用
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
、

飼
い
主
の
三
好

英
樹
さ
ん
と
モ

ン
キ
ー
ド
ッ
グ
・

キ
ヨ
（
メ
ス
３

歳
）
に
交
付
し
ま
し
た
。
野
志
市
長
は
「
サ

ル
の
追
い
払
い
な
ど
で
、
キ
ヨ
ち
ゃ
ん
に
活

躍
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　本
市
で
は
、
平
成
26
年
か
ら
モ
ン
キ
ー

ド
ッ
グ
を
導
入
し
、
す
で
に
市
内
で
５
頭
が

活
動
し
て
い
ま
す
。

　三
好
さ
ん
は
「
サ
ル
に
か
ん
き
つ
類
を
食

べ
ら
れ
る
被
害
が
出
て
い
る
の
で
、
一
緒
に
地

域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
今
の
環
境
に
慣
れ
さ

せ
て
い
き
た
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
温
か

い
目
で
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

松
山
電
設
工
業
㈱
か
ら
「
松
山
市
S
D
G
s

推
進
寄
附
金
」
へ
寄
付
を
い
た
だ
き
、
本
市

か
ら
同
社
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　ま
ず
、
㈱
愛
媛
銀
行 

西
川
義
教
頭
取
が

「
S
D
G
s
推
進
へ
の
寄
付
は
県
内
初
。
少

し
で
も
ふ
る
さ
と
松
山
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
市

で
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

愛
媛
建
物
㈱ 

清
家
剛
代
表
取
締
役
、
松
山

電
設
工
業
㈱ 

佐
藤
勇
人
代
表
取
締
役
か
ら

目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　野
志
市
長
は
、「
S
D
G
s
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
役
立
て

た
い
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

四
国
電
力
㈱
か
ら

防
犯
灯
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

松
山
市
Sエ

ス

Dデ
ィ
ー

Gジ

ー

ズs
推
進
寄
附
金

㈱
愛
媛
銀
行・愛
媛
建
物
㈱・松
山
電
設
工
業
㈱
に
感
謝
状

野志市長と塩梅愛媛支店長（右）

三好さんとキヨを囲み記念撮影 左から佐藤代表取締役、西川頭取、野志市長、清家代表取締役

キヨです。
よろしく
ワン！

問
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り

課
☎
948
６
７
３
６
・
FAX 
934

３
１
５
７

　変なものやおもしろいもの、かわいいものやかっこいいもの、探
検しながら色んなものを見つけて、そこから物語を作ります。言葉
と表現をテーマに小さな創作体験を重ね、子どもたちの想像力や好
奇心、創作する力を引き出します。心も体も頭も全部使ってわくわ
く楽しむワークショップです。
日時12月28日 ㈯・29日 ㈰12時30分 ～ 14時
30分
会場  シアターねこ（緑町一丁目）
内容  ファシリテーター：
有門正太郎（俳優、演出家）ほか
対象  小学３～６年生
定員・料金  10人（先着順）。無料
申し込み  eメールまたは参加フォームで、「こども お話づくりワー
クショップ」参加希望と書いて、住所、氏名、電話番号、年齢を松
山ブンカ・ラボ メール

ebunkamatsuyama@gmail.comへ

　松山ブンカ・ラボとの共催で実施する文化事業企画の提案を募集
します。一過性のイベントではなく、多様な市民との関係や対話が
生まれる公共性のある企画の応募を受け付けています。一次書類選
考、二次公開選考（令和2年2月15日㈯予定）で決定します。
募集締め切り令和2年1月24日㈮
対象  市内で文化事業実施予定の団体、個人が行う地域性・将来性・
公共性のある文化事業
事業実施時期＝令和2年5月～令和3年2月（予定）
申し込み  募集要領などのプログラムの詳細は、松山ブ
ンカ・ラボ HPhttps://bunka-lab-matsuyama.com/を
ご覧ください

問文化・ことば課☎948―6634・FAX934―1913

愛媛大学社会共創学部寄附講座

写真をとって つかって そうぞうして
こども お話づくりワークショップ

有門正太郎さん

モ
ン
キ
ー
ド
ッ
グ
認
定
証
交
付
式

～あなたのアイディアを応援します～

南クリーンセンターへの年末年始のごみ搬入について
　南クリーンセンターへのごみの直接搬入車両が年々増加しています。
特に年末年始は大変混雑し、昨年は最大で２時間30分の待ち時間が発
生しました。
　一般家庭から出る可燃ごみは決められた日にごみ集積場所に出し、粗
大ごみは粗大ごみ申し込みハガキでお申し込みください。粗大ごみの戸
別収集は、中島地区を除き、年6回実施しています。
　また、同センターへごみを直接搬入する場合は、下記の混雑予想日を
避けて搬入していただきますよう協力をお願いします。12月31日㈫は
午前中のみ搬入ができます。

問�清掃施設課 南クリーンセンター☎971-8862・FAX971-7400、 
粗大ごみの戸別収集について＝清掃課☎921-5516・FAX921-6311

日 月 火 水 木 金 土
12/22 23 24 25 26 27 28
休み 混雑 　 　 混雑 混雑 大混雑
29 30 31 1/1 2 3 4
休み 大混雑 大混雑 休み 休み 休み 大混雑

5 6 7 8 9 10 11
休み 混雑 　 　 　 　 混雑
12 13 14 15 16 17 18
休み 大混雑 　 　 　 　 混雑
※12月31日は午前中のみ搬入でき
ます

混雑予想日

松山中央公園
（※）松山中央公園内の通り抜けは
　　　ご遠慮ください

市
坪
駅

Ｊ
Ｒ
予
讃
線

至
松
山

至
伊
予
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側道

側道

渋滞予想区間および順路
昨年末最大約1.5㎞（２時間30分待ち）の渋滞が発生

南クリーンセンター

重信川

石手
川

自動車専用道路

N 昨年の混雑状況

S
D
G
s
に
つ
い
て
の
詳
し
い

説
明
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
戦
略
課
☎
948
６
９
４
３
・
FAX 

934

１
８
０
４

問
農
林
水
産
課
☎
948
６
5
６
7
・
FAX 

934

１
８
０
８

文化サポートプログラム

mailto:bunkamatsuyama@gmail.com
https://bunka-lab-matsuyama.com/

